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体重別小児投与量早見表 

 

 

 

体重 

(kg) 

有効成分として 細粒として 

1 回量(mg) 

(10～15mg/kg) 
1 回量(g) 

4 40～60 0.20～0.30 

6 60～90 0.30～0.45 

8 80～120 0.40～0.60 

10 100～150 0.50～0.75 

12 120～180 0.60～0.90 

14 140～210 0.70～1.05 

16 160～240 0.80～1.20 

18 180～270 0.90～1.35 

20 200～300 1.00～1.50 

22 220～330 1.10～1.65 

24 240～360 1.20～1.80 

26 260～390 1.30～1.95 

28 280～420 1.40～2.10 

30 300～450 1.50～2.25 

32 320～480 1.60～2.40 

34 340～500* 1.70～2.50* 

36 360～500* 1.80～2.50* 

38 380～500* 1.90～2.50* 

40 400～500* 2.00～2.50* 

＊：1 回あたりの最大用量はアセトアミノフェンとして 500mg 

 

【用法・用量】（一部抜粋） 

効能・効果 3）の場合 

通常、乳児、幼児及び小児にはアセトアミノフェンとして、体重 1kg あたり 1 回 10～15mg を経口投与し、投与間隔は

4～6時間以上とする。なお、年齢、症状により適宜増減するが、1日総量として 60mg/kgを限度とする。ただし、成人

の用量を超えない。また、空腹時の投与は避けさせることが望ましい。 

【用法・用量に関連する使用上の注意】 

1) 乳児、幼児及び小児の 1 回投与量の目安は下記のとおり。 

 

 

 

 

2) 「小児科領域における解熱・鎮痛」の効能・効果に対する 1 回あたりの最大用量はアセトアミノフェンとして 500mg、

1 日あたりの最大用量はアセトアミノフェンとして 1500mg である。 

【使用上の注意】慎重投与 

12）小児等 

【使用上の注意】重要な基本的注意 

4）高齢者及び小児等には副作用の発現に特に注意し、必要最小限の使用にとどめるなど慎重に投与すること。 

【使用上の注意】小児等への投与 

低出生体重児、新生児及び 3 ヵ月未満の乳児に対する使用経験が少なく、安全性は確立していない。 

 

●その他の詳細につきましては製品電子添文をご参照ください● 
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